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ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

問題と目的

近年，私たちの生きる現代はストレス社会と言われ，

うつ病患者や自殺者の数が増加し続けている。警視庁の

まとめによると 2012 年の日本の自殺者は 27,858 人であ

り，毎年 3 万人近くの人が自らの命を絶っている。行政

による新たな対策や試みは行われているが，依然として

多様なストレスに対応しながら，私たちは生活していか

ねばならない。特にストレスの原因になっているのは人

間関係によるもの（及川・林，2010）だが，そうした悩

みは，根源的な解決が困難であり，長期間そういったス

トレスから解放されないことがある。しかし，嫌なこと

があったときにずっと悩み続ける人とそうではない人が

存在する。では，抑うつ状態が持続する人と持続しない

人との間にはどのような違いがあるのだろうか。

松本（2009）によると抑うつの持続には，反応スタ

イルという抑うつ気分について考える反すう（rumina-

tion）と抑うつ気分をほかのことによって紛らわす気晴

らし（distraction）の影響が確認されている。反すう

とは，研究者間においてその定義が一様ではなく，様々

なものが存在しており，反すうの内容にこだわらずに定

義しているものもあれば，ネガティブな事柄に関する反

すうに限定して焦点を当てているものもある。本研究に

おいては，抑うつに関連があるとされているネガティブ

な反すうについてみてみることにする。　　

ネガティブな反すうとは，「その人にとって，否定的・

嫌悪的な事柄を長い間，何度もくりかえし考えること」

と定義されている（伊藤・上里，2001）。伊藤・上里（2001）

によるとネガティブな反すうでうつ状態の程度が予測可

能なことやネガティブな反すうを行うことにより，うつ

状態が引き起こされるという結果がでている。このよう

な抑うつという観点からも近年ネガティブな反すうとい

うのが注目されている。

ネガティブな反すう傾向による立ち直りの違いを見た

研究には以下のようなものがある。樋口（2008）による

と，ネガティブな反すう傾向が低い者は，ネガティブな

出来事が起こった際，一時的に適応状態から悪化しても，

“自分はやればできる”“自分はこのままでもいいのだ”

などというように自分に肯定的な評価を与え，自信を見

出すことで，社会的に元の良い状況に立ち直ることがで

きると示唆されている。このように考えると，ネガティ

ブな反すうにとらわれにくい者は，肯定的な自己評価を

取り戻していく道筋を自ら見つけていける者であると考

えられる。また，Raes（2010）は，抑うつ状態を低減

させる一つの指標として，self-compassion（自己への

慈しみ）をあげていることからも，自分をいたわり，自

分を大切にしようとする動機もまた，抑うつ状態からの

脱却を支える方向で作用するといえる。

さて，こういった自己に対する肯定的評価やポジティ

ブな感覚の一つは，自尊感情という側面から検討されて

きた（Baumeister, 1998）。市村 (2012) はこの自尊感情

のことを「感情的な側面を含んだ自己に対する肯定的

な評価」と定義している。自尊感情と精神的健康との

関連は，非常に多くの研究が蓄積されてきたが（北村，

2011），その一方で，高い自尊感情と最適な自尊感情が

異なる可能性も指摘されている（Kernis, 2003）。実際に，

高い自尊感情が社会適応を阻害する可能性も指摘され，

測定されている自尊感情には，その安定性や病的な意味

での自己愛を統制しきれていない可能性も考えらえる

（Baumeister & Bushman, 2000）。また，近年の研究で

自尊感情が高い者の中には怒りや敵意を抱きやすい者が

いる等の否定的側面が報告され（Kernis, Grannemann 

& Mathis, 1991），自尊感情はその高さだけではなく，

変動性を含めた研究が行われている。本邦においても，

自尊感情の変動性においては男性で自尊感情が低く安定

している人や，女性で自尊感情が低く不安定な人が被

害妄想的観念における苦痛度が高いこと（諏訪・緒賀，

2012）や自尊感情の変動性が高いほど自尊感情が不安定

である（市村， 2011）ことなどが報告されている。

この自尊感情の変動性に焦点を当てた場合，青年期は

ネガティブな反すうと自尊感情および自尊感情の変動性との関連

綿谷日香莉・石津憲一郎

The relationship among Negative rumination, self-esteem and stability of self-esteem.

Hikari WATAYA, Kenichiro ISHIZU

キーワード：ネガティブな反すう，自尊感情，自尊感情の変動性

Keywords：negative rumination, stability of self-esteem, self-esteem

富山大学人間発達科学研究実践総合センター紀要 教育実践研究　№９：125－131

　



－ 126 －

自己像が不安定になりがちで，相対的に頻繁に自尊感情

の変動がみられる（Adolson & Doehrman, 1980）。で

はこういった自尊感情やその変動性と，ネガティブな反

すうには何か関係があるのだろうか。齋藤・今野（2009）

は自尊感情が危機に瀕した際に生じる感情に伴って，ネ

ガティブな反すうが生起する可能性を指摘している。そ

こでは，自尊感情が脅威に陥った際に生じる感情とし

て，羞恥心，罪悪感，妬みの３つの自己意識的感情に着

目し，ネガティブな反すうとの関連を検討した。その結

果，羞恥心と妬みがネガティブな反すうと関連している

ことが示され，中でもネガティブな反すうと最も強く関

連していたのは妬みであることも示されている。しか

し，直接的に，ネガティブな反すうと自尊感情の変動性

を扱った研究は見当たらず，抑うつに大きく影響を与え

るネガティブな反すうと，自分に対するポジティブな感

覚である自尊感情，および，その変動性を検討していく

ことには依然として大きな意味があると考えられる。た

だし，思春期か青年期を対象とした縦断研究によれば，

自尊感情の低さは抑うつに影響を与えるが，抑うつは自

尊感情の低下に影響しないことも示されており，そのプ

ロセスでは反すうが仮定されている（Orth, Robins, & 

Roberts, 2008）。また，上述の斎藤・今野（2009）によ

れば，自尊感情が脅威に瀕した際に，反すうが生起する

可能性が指摘されているため，自尊感情が低下すると，

ネガティブな反すうにつながりやすいと考えられる。ま

た，自尊感情が低下した場合，それを高めていこうとす

る動機が働くと考えられるものの，先行研究を概観する

と，自尊感情とその変動性にはほとんど無相関であるこ

とも知られている。したがって，自尊感情と自尊感情の

変動性が，ネガティブな反すうに与える影響については

探索的に検討することとする。また，これらの関連性に

ついて，縦断的に検討を行うため，本研究では 2 週間の

期間をあけ，2 回の調査を行うという短期縦断的な計画

を用いることとする。

本研究の仮説２つをあげる。(1) 自尊感情の変動性が

高いとネガティブな反すうを引き起こしやすいだろう。 

(2) 自尊感情が低いとネガティブな反すうを引き起こし

やすいだろう。

方法

調査協力者
北陸地方の大学の学生 249 名（男子 109 名，女子 140 名）

である。そのうち，記入漏れがあったものを除き，2 回

の調査の両方に協力していただいた 187 名（男子 77 名，

女子 110 名）を分析対象とした。平均年齢は 19.48 歳で

あった。また標準偏差（SD）は，1.37 であった。

測度
フェイスシート（Time1,Time2）：年齢，性別と，2

回目の質問紙と回答者を一致させるために，携帯番号の

下 4 ケタと名字のイニシャルの記入を求めた。携帯番号

とイニシャルは 1 回目の調査と 2 回目の調査の結果を照

合するために用いた。

なお本調査の実施にあたり，質問紙への回答は強制で

はないこと，個人は特定されないこと等を明記した。

Time1 と Time2 では以下の尺度を使用した。

①　ネガティブな反すう傾向尺度（伊藤・上里, 2001）

ネガティブな反すう傾向尺度は全 15 項目からなる伊

藤・上里 (2001) の作成したものを用いた。「ネガティブ

な反すう傾向」と「ネガティブな反すうのコントロール

不可能性」の２因子から構成されており，6 件法での評

定を用いた。回答方法は，各項目につき「あてはまる」「少

しあてはまる」「どちらかというとあてはまる」「どちら

かというとあてはまらない」「あまりあてはまらない」「あ

てはまらない」の 6 件法で，それぞれの得点を「あては

まらない」を 1 点，「あてはまる」を 6 点とする 1 － 6

点とした。その合計得点が高いほどネガティブな反すう

をする傾向にあるということになる。そして，項目の最

後に「あなたがよく考える「嫌なこと」がありましたら，

その内容をごく簡単で結構ですので記入してください。」

と記し，該当者へ記入を求めた。その際，死んだ人や犬

のこと，自分以外の人にしくまれているや自分以外の人

に追われているなどの記入があった者は強迫性障害や外

傷性ストレス障害などに該当する可能性があるとして，

調査対象から除くことになっているが，本研究において

は，該当者はいなかった。

②　The Self-Esteem Instability Scale（Raes & Van 

Gucht, 2009）

The Self-Esteem Instability Scale 尺 度 は Raes ＆

Van Gucht (2009) の作成したものを日本語に翻訳し，

用いた。この日本語の翻訳の際には Raes 氏に尺度使用

の許可を求め，許可を受けて行った。翻訳会社に依頼し，

まずオランダ語から日本語への翻訳を行った。その日本

語翻訳されたものをオランダ語に翻訳するために，異な

る翻訳会社に依頼した。日本語からオランダ語に翻訳し

ていただいた尺度を Raes 氏に e-mail で送信し，フィー

ドバックをいただいた。そのフィードバックを参考に日

本語の修正を数回加え，原著者に確認してもらった。こ

の尺度では，自分の自己評価が変動しやすいと思ってい

るかどうかの変動認知をはかることができる。回答方法

は，各項目につき「非常によくあてはまる」「よくあて

はまる」「まあまああてはまる」「ほんの少しあてはまる」

「全くあてはまらない」の 5 件法で，それぞれの得点を

1 － 5 点とした。その合計得点が高い人ほど自尊感情が

変動しやすいということになる。

③　自尊心尺度（山本・松井・山成，1982）

自尊心尺度は全 10 項目からなる山本・松井・山成 

(1982) の作成したものを用いた。回答方法は各項目につ

き，「あてはまる」「ややあてはまる」「どちらでもない」

「ややあてはまらない」「あてはまらない」の 5 件法でそ

れぞれの得点を 1 － 5 点とした。その合計得点が高い人
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ほど自尊心が高いということになる。ただし，因子への

負荷が極端に低かった項目番号 8「もっと自分自身を尊

敬できるようになりたい」を除いた計 9 項目の合計点を

自尊感情得点とした。

前述の尺度を 2 週間の期間をあけ，再度，測定した。

また，1 回目，2 回目のアンケートどちらのアンケート

でも，最後に“最近うれしかったこと”を記入してもら

い，ポジティブな気分でアンケートを終了してもらえる

ように配慮した。

結果

各得点の最小値・最大値・平均値・標準偏差を記述統

計として Table1 に示した。

先行研究に基づき，ネガティブな反すうを 2 因子（「ネ

ガティブな反すう傾向」，「ネガティブな反すうのコン

トロール不可能性」），自尊感情高低を 1 因子，自尊感

情変動を 1 因子として，それぞれの因子ごとに Time1

と Time2 でそれぞれ信頼性の分析を行った。「ネガティ

ブな反すう傾向」が Time1 でα＝ .879，Time2 でα

＝ .889，「ネガティブな反すうのコントロール不可能性」

が Time1 でα＝ .740，Time2 でα＝ .733，自尊感情高

低が Time1 でα＝ .832，Time2 でα＝ .741，自尊感情

変動性が Time1 でα＝ .788，Time2 でα＝ .812 であっ

た。この結果から，ある程度の信頼性を得たと判断した。

各変数間の相関を検討するため，Pearson の相関分

析を行った。その結果，自尊感情の変動性は自尊感情と

非常に弱い負の相関が Time1 では見られたが（r= -.18, 

p<.05），Time2 では見られなかった。一方で，Time １

において自尊感情の変動性はネガティブな反すう傾向と

もネガティブな反すうのコントロール不可能性とも相関

が示された（それぞれr= .31, p<.01, r= .16, p<.05 ）。同

様に Time1 において，自尊感情もネガティブな反すう

傾向ともネガティブな反すうのコントロール不可能性と

も負の相関がみられた（それぞれr= -.35, p<.01, r= -.35, 

p<.01 ）。

次に，自尊感情変動性とネガティブな反すう傾向と

の関連を検討するため，① Time1 の自尊感情変動性と

Time1 のネガティブな反すうにおける回帰分析を行っ

た。

①　Time1 の自尊感情変動性と Time1 のネガティブな

反すうにおける媒介分析

Time1 の自尊感情変動性と Time1 のネガティブな反

すうにおける媒介分析の結果は自尊感情変動性とネガ

ティブな反すうには有意な相関が見られた。

次に Time1 の自尊感情変動性を調整変数，Time1 の

自尊感情を媒介変数とする分析を行った。その結果，

Time1 自尊感情変動性から Time1 の自尊感情へのパス

効果作用が有意（β =-.15, p ＜ .01）であった（Figure1）。

自尊感情変動性は直接的にネガティブな反すうに影響を

与え，また，自尊感情変動性は自尊感情を媒介しながら

ネガティブな反すうにも影響を与えることが示された。

次に自尊感情変動性とネガティブな反すうのコント

ロール不可能性との関連を検討するため，Time1 自尊

感情変動性を調整変数，Time1 自尊感情を媒介変数と

する分析を行った。その結果，Time1 自尊感情変動か

ら Time1 コントロール不可能性へのパス効果作用（β

＝ -.15, p ＜ .01）が有意であった。（Figure2）その結果，

自尊感情変動性が低いほど自尊感情を低下させ，ネガ

ティブな反すうのコントロール不可能性を高めることが

分かった。なお，自尊感情変動性と自尊感情の位置を互

いに入れ替えた場合，十分な標準化係数は得られなかっ

たため，本研究の結果を採用している。

②　ネガティブな反すうと自尊感情高低およびその変動

性との関連についての交差遅れ効果モデル（Figure3）

このモデルの分析において，Figure3 に示された結果

が得られ，これを最終モデルとした。各説明変数の標

準偏回帰係数を Figure3 に示した。モデルの適合度は

CFI=.998，GFI=.979，AGFI=.938，RMSEA=.034 であ

り，適合度は十分であった。標準偏回帰係数を見ると，

Time 1 自尊感情変動性は Time 2 自尊感情変動性に有

Table1　　各変数の記述統計量

最小値 最大値 平均値 標準偏差

Time1 自尊感情変動性合計 4.00 20.00 11.22 3.13

Time1 自尊感情高低合計 13.00 41.00 27.76 6.18

Time1 ネガティブな反すう傾向合計 7.00 41.00 23.99 7.31

Time1 ネガティブな反すうの 4.00 23.00 13.05 3.88

コントロール合計

Time2 自尊感情変動性合計 4.00 20.00 11.15 3.22

Time2 自尊感情高低合計 10.00 43.00 27.92 6.41

Time2 ネガティブな反すう傾向合計 7.00 41.00 23.22 7.30

Time2 ネガティブな反すうの 4.00 22.00 12.90 3.52

コントロール合計
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Figure1 自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたネガティブ
な反すうに対する作用 
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Figure2 自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたコントロー
ル不可能性に対する作用 
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Figure2　自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたコントロール不可能性に対する作用

 

 

 

Figure3 自尊感情の変動性、自尊感情、ネガティブな反すうに関する交差遅れ効果モ
デル 
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Figure1 自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたネガティブ
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Figure2 自尊感情の変動性を調整変数，自尊感情を媒介変数としたコントロー
ル不可能性に対する作用 
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意な正の影響を，Time 2 自尊感情に対して有意な負の

影響を与えていた。Time 1 自尊感情は，Time 2 自尊感

情に有意な正の影響を，Time 2 ネガティブな反すう傾

向，Time 2 ネガティブな反すうコントロール不可能性

に有意な負の傾向が示された。また，Time 1 ネガティ

ブな反すう傾向は，Time 2 自尊感情の変動性，Time 2

ネガティブな反すう傾向および，Time2 ネガティブな

反すうのコントロール不可能性に対して有意な正の影響

をもたらしていた。そして，Time 1 ネガティブな反す

うのコントロール不可能性は Time 2 ネガティブな反す

う傾向，Time 2 ネガティブな反すうのコントロール不

可能性に正の有意な影響を与えていた。

考察

本研究の目的は，大学生を対象として自尊感情および

その変動性がネガティブな反すうとどのように関連して

いるのかを検討することであった。その際，①「自尊感

情変動性が高いと，ネガティブな反すうを引き起こしや

すいだろう」と②「自尊感情が低いと，ネガティブな反

すうを引き起こしやすいだろう」を仮説とした。2 週間

の期間をあけて Time1 と Time2，合計 2 回の測定を行っ

た。媒介分析において，「自尊感情変動性」から「ネガ

ティブな反すう傾向」に有意な正の影響があったことか

ら，自尊感情変動性がネガティブな反すうを導くことが

示された。よって仮説①は支持された。自尊感情の変動

性が高い人は出来事への感受性が高く，悪い出来事はよ

り否定的にとらえ，その日の感情に影響を及ぼし，そし

てその感情が自尊感情に影響を与えている（中間・小塩, 

2007）。以上から，自尊感情の変動性の高い人は悪い出

来事が起きた際にその出来事をより否定的にとらえるた

めに，その出来事をさらに受け入れがたいものととらえ

ている可能性がある。そして嫌な気分を持続させている

うちに自分自身に自信をなくし，自尊感情を低下させる

ことでさらにネガティブな反すうを引き起こしている可

能性が示唆された。

次に仮説②「自尊感情が低いと，ネガティブな反すう

を引き起こしやすいだろう」について，「自尊感情」と「ネ

ガティブな反すう傾向」に有意な負の相関があり，共分

散構造分析においても「自尊感情」から「ネガティブな

反すう傾向」と「ネガティブな反すうのコントロール不

可能性」へ有意な負の影響を与えていることが明らかと

なった。したがって，仮説②についてもおおむね支持さ

れたと言えるだろう。

自尊感情と自尊感情の変動性についての関連について

は，相関分析において「自尊感情」と「自尊感情変動性」

には有意な負の相関は見られたものの，その相関係数は

非常に弱かった。また，共分散構造分析においては「自

尊感情高低」から「自尊感情変動性」への影響は見られ

なかった。しかし，媒介分析と共分散構造分析において

は「自尊感情変動性」から「自尊感情」への影響が見ら

れ，自尊感情変動性が自尊感情を低下させる可能性が示

された。また媒介分析や交差遅れ効果モデルの結果を勘

案すると，自尊感情変動性が自尊感情を低下させ，その

影響がネガティブな反すう傾向を高め，ネガティブな反

すうのコントロール不可能性を低下させているという可

能性も示唆される。こうした影響性については今後も検

討していく必要があるが，こうした自尊感情の影響もま

たネガティブな反すうに影響を与えているのだと推察さ

れる。

最後に本研究の問題点および今後の課題について議論

する。本研究において自尊感情がネガティブな反すうに

影響を与えているという知見が得られた。自尊感情の変

動性がネガティブな反すう傾向，ネガティブな反すうの

コントロール不可能性に影響を与えていることが示され

たが，ネガティブな反すうのコントロール不可能性への

影響については媒介分析においても共分散構造分析にお

いても比較的弱い影響であった。また，共分散構造分析

においても，自尊感情変動性からネガティブな反すう

のコントロール不可能性へは Time1 から Time2 への直

接のパスは見られなかった。そして Time1 自尊感情が

Time2 ネガティブな反すうコントロール不可能性を低

下させるという影響は見られたが，こちらもさほど強い

影響ではなかった。よって，ネガティブな反すうのコン

トロール不可能性には自尊感情やその変動性以外に影響

を与える要因があることが推察された。そのため，ネガ

ティブな反すうのコントロール不可能性に影響を与えて

いる要因については今後さらに検討していく必要がある

だろう。

なお，本研究では調査対象者がある一つの大学の大学

生に限定されているために，本結果が複数の大学の大学

生，あるいはほかの年齢層の人にも適応するかは不明で

ある。調査対象者をさらに広げて検討していく必要があ

るだろう。

本研究では，ネガティブな反すうと自尊感情との関連

や影響について明らかになった。自尊感情の変動性につ

いては，他者からの評価に不安や期待を抱くことによっ

て，自尊感情が不安定になる可能性（市村，2011）や，

自己愛傾向の下位尺度である「注目・賞賛欲求」が自己

像の不安定を媒介して，日常の自尊感情の変動性に影響

を与える（小塩，2001）ことが分かっており，自尊感情

の変動性を抑制するには，他者からの注目や評価を期待

せず，他者からの評価に左右されないはっきりとした自

己像を形つくっていくことが大切である。とはいっても，

青年期というのは自己像が変化しやすく，他者の評価を

気にし，ネガティブな出来事を思い返し，ネガティブな

反すうをしてしまうこともあるということは決しておか

しなことではない。溝上（2008）によると，自己像とは

他者の視点にポジショニングして世界を見るような構図

が発達的に成立してきて，あるときその眼差しがふっと

自分に向けられる瞬間に把握されるものであると述べら
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れている。ポジショニングというのはさまざまな人やモ

ノを自分なりに位置づけようとするプロセスを理解する

概念である（溝上, 2008）。つまり，他者の世界観を理

解し，他者の立場から自分自身を見つめることで自己像

が形成されるということである。すなわち，他者からの

評価や賞賛などから自分以外の人の価値観を理解し，そ

れを踏まえた上で，自分自身を客観的に見つめなおすこ

とが自己像を形作っていくことにつながるのだろう。そ

うしたプロセスにおいて，人々が思春期から青年期にか

けて他者の価値観を理解しようとするために，周りの評

価が気になり，自己像が変動しやすくなるということは

一般的な発達のプロセスでもあるといえる。したがって，

他者からの評価に左右されないためには，様々な人の考

え方やものの見方を学び，はっきりとした自己像を形つ

くっていくことといえるが，そのプロセスでは「自己像

の揺れ」が生じる可能性も大きいだろう。今後も，発達

的要因を踏まえた上で，人々のストレスコントロールに

役立てるような多方面からの実証研究が求められてい

る。
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